
資料５

様式第５号－２（第１２条関係）

地域まちづくり推進事業実施報告書

１ 事業実施者 団 体 名 ５地区ふれあい交流事業実行委員会

２ 事業の名称 ５地区ふれあい交流事業

３ 実 施 期 間 令和７年７月１７日から令和８年２月２７日まで

４ 事 業 内 容

緑が丘５地区合同の世代間交流イベントを、次のとおり実施した。

１ モルック大会
(1) 日 時 令和７年８月１７日（日）午前９時～午前１０時３０分

（雨天により途中中止）

(2) 場 所 旭川市立緑新小学校グラウンド
(3) 参加人数 合計５０名

（参加者４５名、実行委員２名、神楽支所３名）
２ ペタンク大会
(1) 日 時 令和７年１０月４日（土）午前９時～午前１１時３０分
(2) 場 所 旭川市立西御料地小学校グラウンド
(3) 参加人数 合計５６名

（参加者４９名、実行委員４名、神楽支所３名）
３ フロアカーリング大会
(1) 日 時 令和７年１２月２８日（日）

午前８時３０分～午前１１時３０分
(2) 場 所 旭川市立緑新小学校体育館
(3) 参加人数 合計６８名

（参加者６０名、実行委員等５名、神楽支所３名）
４ 紙ヒコーキ大会
(1) 日 時 令和８年１月１８日（日）午後１時～午後４時３０分
(2) 場 所 旭川市立緑が丘小学校体育館
(3) 参加人数 合計６４名

（参加者４８名、実行委員等１３名、神楽支所３名）
５ 健康マージャン大会（明治安田生命保険相互会社旭川支社主催）
(1) 日 時 令和８年２月８日（日）午後０時～午後４時３０分
(2) 場 所 緑が丘住民センター
(3) 参加人数 合計４２名

（参加者(応援２名含む)４１名、神楽支所１名）

※競技ごとに地区対抗戦を行い、順位ポイントを累計し、総合順位を決定

５ 成果と課題

【成果】
・事業開始から３年目を迎え、各競技イベントとも地域に定着しつつ
ある。地区対抗ということもあり、応援にも熱が入り、参加者同士が
交流し、地域のつながりに資することができた。

・健康マージャン大会については、事業者からの申し出を受け、今回
から事業者への協力という形で実施したことで、実行委員会の負担を
減らしつつ、これまでの手法を生かした形で実施することができた。

【課題等】
・紙ヒコーキ大会は、一定数若年層（子ども）の参加があったが、全
競技を通して高齢者層の参加が圧倒的に多いため、若年層の参加を
増やし、より一層世代間交流を図ることができるよう、競技種目や
周知方法等を検討する必要がある。

・実施日程が少しずつずれ込み、年末実施となった競技があるなど、
日程調整がうまくいかなかった部分があるので、次年度は競技種目・
実施回数等を検討し、スムーズな実施に努めたい。



様式第５号－３（第１２条関係）

事業の名称

団 体 名

１　収入の部 （単位：円）

科　目
予算額
(Ａ)

差
(Ｂ－Ａ)

収入内訳

補 助 金 100,000 ▲ 83,668
包括型まちづくり事業補助金（部会配当分16,332円）
※残額83,668円のうち、緑が丘まち協広報誌発行事業
　へ3,990円を流用

合　計 100,000 ▲ 83,668

２　支出の部 （単位：円）

科　目
予算額
(Ａ)

決算額
(Ｂ)

左のうち
補助対象経費

差
(Ｂ－Ａ)

支出内訳

報 償 費 20,000 0 0 ▲ 20,000

消耗印刷費 59,230 11,322 11,322 ▲ 47,908
設営用消耗品等　　　　 　 　　  11,322円
（養生テープ、色上質紙ほか）

使用料及び
賃 借 料

20,770 5,010 5,010 ▲ 15,760 コピー機使用料　　　　　　　　　 5,010円

合　計 100,000 16,332 16,332 ▲ 83,668

　収　支　決　算　書

５地区ふれあい交流事業

５地区ふれあい交流事業実行委員会

決算額
(Ｂ)

16,332

16,332


